
令和７度 小樽市立望洋台中学校経営方針  
Ⅰ．経営の基調 

これからの人口減少や少子・高齢化、急速に進化する AI 等による DX 化などの進展に加え、未だ予断

を許さないウイルスによる感染症の流行や、大国による侵攻から、社会・経済や、国際情勢の不確実性が

高まるなど、今まさに「予測困難な時代」に直面し、我々を取り巻く環境は大きく変化している。 

その時代を担う子どもたちが、大きな夢や希望を高くもちながら自己実現を果たし、これからの社会を

力強く生き抜いてほしいと強く願う保護者の付託があり、「人格の完成」という重大な使命が学校にある。

義務教育終盤の多感で成長が著しい中学生期に、集団生活や地域社会における人（他者）との関わりの中

で自己有用感・自己肯定感を育み、困難に立ち向かう「心の強さ」「たくましさ」「心のしなやかさ」をじ

っくりと育て上げなければならない。 

そのためには、小中一貫を基本とした学校間連携のもと、地域資源を活用しながら深い知識と豊かな感

性を身につけ、より良い人間関係を築くなど、社会で活きてはたらく資質・能力の育成に向けて、家庭・

地域と連携・協働して取組むことが必要不可欠である。 

また、「より良い学校教育を通じてより良い社会を創る」という理念を共有するとともに、「すべては生

徒のために」一丸となってその使命を果たす気概と子どもの安全・安心を第一とした基本姿勢で教育活動

を推進することが重要である。 

教育目標の具現化を図るために全教職員の知恵を結集し、運営をマネジメントしながら、保護者・地域

の信頼を確固たるものにする。そして、生徒の変容（成長）をもって結果責任を果たす地域に誇れる学校

（教師）を目指す。 

 

Ⅱ めざす学校像・教師像 

  生徒が生き生きと学ぶ学校であるためには、教職員の熱い思いと使命感が不可欠。 

保護者・地域が信頼を寄せる開かれた学校を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．教育目標と校訓（平成 2 年 5 月制定） 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．【目指す生徒像】 

 

 

 

Ⅴ．令和７年度の重点目標 

 

 

 

 

  【身につけさせたい資質・能力】 

    ◎「設計する力」 →課題設定、情報収集・整理分析・組立（見通す力） 

    ◎「つながる力」 →コミュニケーション（伝える・聴く）、折り合いをつける、協働する 

    ◎「やり抜く力」 →主体性、ねばり強さ（学習体力）、責任感 

 

未来を創造的に生きる望洋台の生徒 

① 活力ある学校・教師でありたい 
② 創造性のある学校・教師でありたい 
③ 同僚性・協働性の高い学校・教師でありたい 
④ 自己点検、自己改善できる学校・教師でありたい 
⑤ 謙虚で誠実な学校・教師でありたい 
⑥ 生徒や保護者・地域の声を真摯に受け止め、対応できる学校・教師でありたい 
⑦ 保護者や地域と共に歩める学校・教師でありたい 

 

【教育目標】 

１．高い希望をもって 自ら学ぶ生徒 

２．洋い心をもって 自らを律する生徒 

３．強い心をもって 自らを鍛える生徒 

【校訓】 唯一心 

自ら学び、共に考え、課題を解決できる生徒の育成 

～ 自分ごととして捉え、自律的に行動できる生徒 ～ 



  小中一貫教育の理念の下、望洋台小・中学校９年間の体系的・系統的な学びと地域協働による「学びの

場」等社会に開かれた教育課程を編成し、めざす望洋台の子どもの姿を実現する。 

〇「質の高い知識と技能の習得」「思考力、判断力、表現力の育成」「学びに向かう力・人間性等の涵養」

等の資質・能力の育成を明確にした教育課程の再編成及び「主体的・対話的で深い学び」へ転換を図る。 

〇自主・自律的な学習の定着を図るために、社会で活きてはたらく力「タイムマネジメント」「セルフマ

ネジメント」を身につけ、「学びの質」を高める個別指導（学習支援）を推進する。 

〇「生徒指導の機能」を学級経営・教科経営等の基盤に据えて、自己有用感・自己肯定感を高めるととも

に共感的な人間関係の構築を目指す。 

〇「共生」理念の下、他者を思いやり地域に貢献する人材育成を目指すために道徳と学校行事・地域行事

の関連を図り、保護者・地域と連携・協働した学びの場へ積極的な参加を促す。 
 
Ⅵ 具体的な方策 ・・・・・小樽市教育推進計画の推進 
 

１． 未来を創る力の育成  

１）確かな学力の育成 

①授業研究を主体とした校内研修の充実 

・「主体的・対話的で深い学び」への学習指導の工夫改善 

（小樽授業づくりの５つのステップ、主体的に学ぶ生徒を育てるための授業改善） 

 ・小学校からの連続的な指導（家庭学習等）を継続 

②主体的な学びの充実 

・手帳を活用した自主・自律的な学習（学習のＰＤＣＡ）の定着 

・課題解決学習方法・家庭学習方法等の学習支援 

③各調査結果や生活状況に応じた個別指導の充実 

 ・全国学力・学習状況調査、標準学力調査の自校分析 

 ・基礎・基本の確実な定着を図る補充的な学習の充実（スタディホール、放課後学習等） 

  ・「朝の活動の時間」における自主学習等の取組 

２）特別支援教育の充実 

 ①多様な学習者に対応するための研修を通して、学習環境整備や合理的な配慮を施した授業 

②生徒指導交流による生徒理解及び支援の共通対応。 

③配慮を要する生徒の「個別の指導計画・支援計画」（後志版）の作成・活用 

３）国際理解教育・理数教育・情報教育の充実 

 ①多様な人材を活用した教科横断的に捉えた総合的な学習の時間の展開 

②外部講師等による講話 

４）自己実現を目指す進路指導・キャリア教育の充実 

①系統的な進路指導（全体計画と年間計画）の策定と体験活動の充実 

②生徒及び保護者に向けた進路説明会への参加の促進と進路相談等の充実 

 

２．豊かな心の育成  

１）道徳性の育成 

①道徳授業の共同実践（シャッフル道徳）と評価研究の推進及び実践資料の共有化 

②体験的な活動による道徳的実践力の醸成 

２）共生の理念を醸成するふるさと教育・環境教育・福祉教育の充実 

○地域行事参加による貢献活動の推進  

・潮ねりこみ、地域清掃など地域と連携した取組 

・生徒会を主体とした生徒ボランティアの推進 

・生徒会活動（挨拶運動、プルタブ・ボトルキャップ運動、緑の羽根・赤い羽根募金活動等） 

３）読書活動と音読の推進 

①朝・昼休み等における読書の推進 

・図書館の整備及び学級文庫、icoro の活用等、全校的な読書の機会の確保と充実 

②教科における音読等の活動の推進 

 



４）コミュニケーション能力の育成 

 ○「協働的な学び」を位置づけた授業づくり 

５）生徒指導の充実 

①いじめ防止に向けた指導の充実 

・「人権教室」「情報モラル教室」、「いじめゼロフォーラム」開催 

・「生徒指導の機能」を生かした共感的な人間関係の醸成 

②「ほっと」による内面把握と教育相談による深い生徒理解 

・スクールカウンセラーの活用（生徒・保護者・教師）と生徒の居場所づくり 

③生活規律の徹底といじめ防止に向けた生徒の主体的活動の取組 

 

３．健やかな体の育成   

１）体力・運動能力の向上 

①体力・運動能力調査による実態把握と教科や部活動におけるバランスのとれた体力づくりの促進 

②「１校１実践」の取組と運河ロードレース等小樽市主催事業などの社会体育事業への参加推進 

③部活動ガイドラインに基づく適切な運用 

２）食育と性教育の充実 

○外部講師による食や性に関する特別授業等の実施 

３）健康の保持と増進 

○基本的な生活習慣の形成に向けた保護者への啓発 

・手帳による就寝時間等の把握と指導 

・ネット依存や睡眠障害、薬物に関する特別授業等の実施 

 

４． 家庭・地域との連携・協働の推進  

１）知・徳・体に関する家庭教育の連携項目の設定 

○積極的な「学校説明会」等の実施 

２）いじめ防止と情報トラブルに関する共学の推進 

３）小中連携と保護者・地域の連携・協働による学びの場を目指した取組 

①小中一貫教育の推進、学校運営協議会の推進 

②学習指導の充実 

 

５．学びと育ちをつなぐ学校づくり 

１）小中一貫教育の推進 

○授業参観、部会交流、児童会生徒会交流、生徒活動交流等 

２）校舎内外の整備と ICT 活用促進 

３）職能向上を目指した公開研究会の開催や参加及び服務規律の遵守の教職研修の促進 

４）学校評価（職員・保護者・生徒・CS 委員）計画・実施による学校運営の改善・充実 

５）安全教育と防災教育の充実 

①校内外生活での生徒の安全・安心を守る組織的対応 

②「危機管理マニュアル」の見直しとアプリ「tetoru」を活用した保護者との情報共有 

③防災意識を高める各教科の指導と共助を視点とした防災教室の実施（地域連携） 

④学習環境の改善・防災関連設備等の点検整備・保全 

 

６．生涯各期における学習機会の充実 

１）地域人材や学校支援ボランティアの積極的な活用による登下校の見守り活動等の実践 

２）生涯学習プラザ等の活用による学習機会の提供 

３）図書館の主催する事業への積極的な参加促進 

４）総合博物館の主催する事業への積極的な参加促進 

５）文学館・美術館の主催する事業への積極的な参加促進 

 



７．文化芸術の復興文化遺産の保存活用 

１）文化庁事業や箏などの和楽器など本物に触れる機会の充実 

２）歴史的建造物の活用の在り方等を考える地域学習機会の提供 

  

８．生涯スポーツ・レクリエーションの復興 

１）体力テストの実施や健康維持の観点からのニュースポーツの実践 

２）運河ロードレース等の小樽市主催の行事への積極的な参加促進 

３）総合体育館や市民プールの活用促進 

 

９．働き方改革の推進 

○教育 DX の推進 

・校務支援システムの活用、ペーパーレス化の推進 

 


